全在紋著『会計の力』(中央経済社,2015年,243頁) by 中村 恒彦
ポストモダニズム（あるいはポストモダン）１）の思想は，一言でいえば「人
間は言葉を使うのではなく，言葉に使われる２）」という考え方である。とくに，
本書のタイトル「会計の力」は「人間が言葉に使われる側面」や＜コトバの
独り歩き（４９頁）＞を指摘するものといえるであろう。私は，会計学が新た
な思想やアイデアを吸収することに慎重な学問として考えてきたので，本書
の出版が日本の会計コミュニティにおいてポストモダニズム会計学を受容す
る分岐点になると思う。
さて，本稿では，本書『会計の力』の一貫したテーマとなっているものを，
次の３つと考えたい。一つ目は意味実体論と意味関係論であり，二つ目は連
辞関係と連合関係であり，三つ目はフーコーのエピステーメーである。意味
実体論と意味関係論は，前著『会計言語論の基礎』からの一貫したテーマで
＜書 評＞
全 在 紋 著
『会計の力』
（中央経済社，２０１５年，２４３頁）
１）「ポ

ス

ト

モ

ダ

ニ

ズ

ム

は同時代文化のひとつの形態を，ポ

ス

ト

モ

ダ

ン

は歴史的時期
を暗示する用語である。ポストモダンはまず真実，理性，アイデンティティ，客
観性，普遍的進歩，解放，単一的枠組み，歴史的筋書き，論理の究極的基盤といっ
た古典的概念を，徹底的に疑う思考法である。こうした啓蒙主義的価値観に対抗
しながら，ポストモダンの思考法は世界を暫定的で，多様で，不安定で，しかも，
基礎のない流動的なものとみなすのである。また，世界は複数の文化，世界観か
らなるにもかかわらず，統一がないため，真実，歴史，価値基準，本質の所与性，
アイデンティティの一貫性には客観性がないとみるのもポストモダンの特徴であ
る。」（森田訳［１９９８］５頁）
２）森田訳［１９９８］２５頁。
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あるが，後者二つは，新たに加わったテーマである。
まず，意味実体論は，「言葉の意味を自立的な実体（entity）と見る考え方」
であり，「事物（対象）と名前（名称）とは，『一対一の対応（one-to-one-
correspondence）』をなすもの」とみられる（３５頁）。この場合，「実体は（事
物・現象）が先在し，言葉はそれらの実体を後から写像（命名）している」
（９０頁）と考えられる。これに対して，意味関係論は，「言葉の意味を言語相
互間の関係（relation）と見る考え方」（３５頁）であり，「コトバの意味を同一
言語内における他すべてのコトバとの関係」（３頁）とみられる。この場合，
「言葉が先に創作され，実体はそれらの言葉により後から築像（創造）される」
（９１頁）と考えられる。
本書は，このうち意味関係論に基づき考察が行われる。その根拠は，たと
えば繰延資産を考えてみればわかりやすい（９１頁）。収益費用観を引きずる日
本の会計基準には「繰延資産」が存在するが，資産負債観の国際会計基準や
米国会計基準には存在しない。繰延資産という会計言語が追放されると，費
用と固定資産の意味がその関係にともなって連動して変化する。このように，
会計言語もまた他の会計言語との関係性において成り立っているというのが
一つ目のテーマである。
つぎに，二つ目のテーマは，連辞関係と連合関係である。連辞関係とは「あ
る言語表現に現れた単語など個々の要素が他の要素と対

比

関係に置かれて意
味付けされる側面をいう」（９頁）。他方，連合関係とは，「その言語表現にお
いて選択された要素が他の類似要素群と対

立

関係におかれて意味付けされる
側面をいう」（９-１０頁）。つまり，連辞関係は，語順などの文法のような「語
と語の結

合

のルール」であり，連合関係は，語彙のような「選

択

するルール」
を意味する（９-１０頁）。
本書によれば，勘定（科目と金額）集合が語彙に相当し，単式簿記・複式
簿記・三式簿記の別が連辞関係（文法）に相当する（７１頁，８５-８６頁）。これ
に対して，現金主義・発生主義の別は連合関係の相違である（７１頁）。また，
連合関係は，営業報告書の冒頭，経営者から株主の「ごあいさつ」に現れる
２２８ 桃山学院大学経済経営論集 第５４巻第３号
（５３頁）。たとえば，アメリカの経営者は株主に対して「your company・・・・・・」
（あなたの会社では）と言明する。日本では，自社のことを「わが社では・・・・・・」
（my company）と言明する。韓国では，自社のことを「［ウリサ］」
［エソヌン］・・・・・・」（我われの会社では）と言明する３）。このような連合
関係からすれば，「経営者」とは，アメリカでは「株主の代理人」であり，日
本では「従業員の代表」であり，韓国では「会社の所有者」という意味にな
ろう（５６頁）。
三つ目のテーマはエピステーメーである。エスピテーメーとは，権力と一
体をなす知（あるいは権力に奉仕する知），その知の枠組み（学問体系）をい
う（序）。フーコーは，社会で飛び交っている発話行為のそれぞれを言表と呼
び，その言表のうちで相互に何らかの秩序を形成しあっている集合を言説と
呼んだ（９６頁）。エピステーメーは，そうした言表・言説が寄り集まっている
生み出す規則の総体・編成である（１０３頁）。本書によれば，言表は，仕訳や
区分表示に相当し，言説は，収益費用観や資産負債観，単式簿記や複式簿記
などに相当する（１０８頁）。そして，エピステーメーは『概念フレームワーク』
に相当するのではないかと試論している（１０８～１１１頁）。
しかしながら，本書のエピステーメー論はこれだけにとどまらない。フー
コーによる４つの時代（３つの断層）における独自のエピステーメー４）を用い
て，プレ近代・近代・ポスト近代の会計理論と権力のあり方を論じている５）。
まず，プレ近代の会計理論は，「概念の類似性」という中世のエピステーメ
ーから発展している。たとえば「人的勘定学説」は，勘定を「擬人化（人間
以外のものを人間に見立てて表現する修辞）」して説明する会計言語観からと
３）ただし，韓国語の「ウリ（我われ）」は，家父長制文化が濃厚なため，実質的に会
社組織で序列の高い経営者のことを指していることには注意が必要であろう（５５
頁）。
４）４つの時代とは以下のとおりである（１１３頁・１４６頁）①１６世紀ルネッサンス（中
世）のエピステーメー，概念の類似性，②１７世紀・１８世紀古典主義時代のエピス
テーメー，概念の同一性と相違性，③１９世紀近代的・人間主義的なエピステーメー，
④今後に到来が予感される新エピステーメーである。
５）フーコーの区分では，４つに分かれるが，本書では，ルネッサンス期と古典主義時
代を総括した概念としてプレ近代を用いている（１８７頁）。
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っている（１８７頁）。人的勘定学説は，複式簿記誕生以来１９世紀終わりごろま
で支配的であったが，１９世紀末になると物的勘定学説に取って代わられるよ
うになる（１８８頁）。物的勘定学説は，経済的事実に即して「貨幣・材料・機
械などを実物そのものとしてとらえる」（１８８頁）。これは「概念の同一性と相
違性」という古典主義時代のエピステーメーに覆されることになったからで
あろう。物的勘定学者たちは，貨幣・材料・機械などは実物そのものをとら
えるべきであり，人的勘定学説を擬制にすぎないと批判した（１８９頁）。とこ
ろが，「借方」・「貸方」の呼称は，人的勘定学説時代の呼び名がそのまま踏襲
され，無自覚のうちに物的勘定学説に引き寄せられる複式簿記初学者たちを
混乱させる原因にもなっている（１８９頁）。このようにして，後世の科学観が
前世の科学観を批判したのである。
つぎに，近代の会計理論は，「両義（客体かつ主体）としての人間概念」と
いう近代のエピステーメーから構築されることになろう。ところが，前述の
物的勘定学説の発展からも明らかなように，会計理論は一部を除き勘定から
「人間概念」を排除するように傾いた。したがって，会計学における人間概念
の検討は，１９５０年代に入って以降にはじまり，１９７０年代ごろにピークを迎え
ることになる（１９５頁）。会計学では，「一般的思潮（哲学）に比べて，遅くに
やってきて，早くに立ち去ろうとしているかのようにみえる。（１９７頁）」
本書では，「人的資源会計」と「退職給付会計」を例にとって試論を進めて
いる。人的資源会計における人間概念は，権力者たる経営者や投資家ではな
く，被支配者たる従業員（社員）という人的資産価値を，企業経営の効率化
のために評価する試みであった（１９５-１９６頁）。同様に，退職給付会計におけ
る人間概念は，「被支配者としての従業員（社員）に対する年金や退職金の支
払いに備える「負債」という形で導入される（１９６-１９７頁）。近代の人間主義
的エピステーメー時代においては，「人的資源会計」や「退職給付会計」など
が「語るもの」の事例となったのである（１９７頁）。
さいごに，ポスト近代の会計理論は，今後に到来が予感される新エピステ
ーメーでは管理権力（環境介入権力）へと移行しつつある。現代は，プレ近
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代の法メカニズム（君主権力）を経て，近代の規律メカニズム（規律権力）
から安全メカニズム（管理権力）６）へと移行しつつある（１８３-１８４頁）７）。現代の
管理権力は，環境への介入を通じて，安全メカニズムを人口全体において機
能させようとしている（１８４頁）。具体的には，諸個人よりも人口全体を保険
統計的に統治したり，犯罪前における環境介入（たとえばガードマンやカメ
ラによる監視）を通じて，統治に対する全体的なコスト・パフォーマンスを
あげようとする。
本書では，確率・統計を駆使してなされる，「実証研究」が新エピステーメ
ーではないかと試論されている。「客観性を重視した実証研究とは，記号（確
率・統計値）と記号の指示物（確率・統計値の指示対象）との関係性におい
て，可及的高度な写像性（いわゆる「透明性」）をめざす意味論的な考察であ
る。（２０５頁）」しかしながら，実証研究では，記号の使用者（主観）という要
素が捨象されており，記号の使用者である誰かに奉仕するものになっていな
いだろうか（２０５頁）。
本書の論点は上記の３つに留まらない。たとえば，「実在論」と「唯言論」，
「外示」と「共示」，「語るもの」と「語らないもの」，「隠喩」と「換喩」，「構
文論」と「意味論」と「語用論」など，ソシュールやフーコーの諸説から会
計を検討しようする試みがふれられている。しかしながら，本書最大の特長
は，近代の規律権力や言説や管理会計に留まっていたフーコーの考え方（「知
と権力は一体である」）を，中世から現代まで，言説を支配する「エピステー
メー」まで，管理会計だけでなく財務会計にまで拡大して考察しようとする
ものであろう（１６８頁）。その試みがどの程度において成功を収めているかは
読者が最終的に決めるべきであろうが，本稿が考える評価は以下のとおりで
ある。
６）「「安全」とは，語源的には「気遣いの『ない』こと」という意味とされる。...中略...
ここでいう「安全」とは，権力者にとっての安全の意であり，被支配者たちにとっ
ての「安全」の意ではない。（１８４頁）」
７）君主権力，規律権力，管理権力などのエピステーメーと一体をなす権力は，いつ
の時代でも相互に競合しながら併存している（１８３-１８４頁）。
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本書は，大きな枠組みから会計学を検討しようするものであり，その試み
は評価するべきところが多い。とくに，エピステーメーに関する考察は可能
性の大きい分野である。我々がなにげなく考えているものには大きな法則性
があり，それをよく知らないままに時に情熱的に時に侮蔑的に論理を使って
しまうところがある。フーコーが述べるように，後世の科学が前世の科学を
批判する形式に知らず知らずのうちにのってしまうのである。
しかしながら，本書ではこの部分の考察が少なからず行われているが，抽
象的な域内に残り，どうしても具体的な会計問題に落ち着くところまでは至
っていない。ただし，直観的にはよくわかる話題が上っている。たとえば，
規律権力社会では「ルールの追加」が果てしなく続けられる。我々がよく知
る中央経済社刊『会計全書』のボリュームは，１９５１年度版ではB７サイズ１１４９
頁に過ぎなかったが，２０１５年度版ではA５サイズ全３巻７６１０頁までに膨れ上
がっている（１９９頁）。会計学では，まだまだ規律権力社会のエピステーメー
に依存している部分が多いのかもしれない。
もうひとつは，会計学に応用するべき多くの概念を理解するためにかなり
時間や分量を割かなければならないことである。本稿では，本書の魅力を伝
えるために，かなり論点を絞り込み，最大の貢献をエピステーメーの考察部
分にまで割愛している。この書評は，そのための前提として，意味実体論や
意味関係論，連辞関係や連合関係を理解するという体裁で進めてみた。この
方法がかならずしも本書の魅力を伝える方法として十分ではないかもしれな
い。
さいごに，ポストモダニズム思考の問題点を指摘することで，本書の課題
を明らかにしたい。ポストモダニズムは「普遍なるものはそもそも存在せず，
あるものは個々の差異だけである」という思想であるが，実際には「二者択
一」と，完全肯定か，完全否定をくりかえす傾向にある８）。本書においても同
様の傾向がみられるものの，エピステーメーの考察部分の「大きな物語」に
はそうとも言い切れない部分が存在しているように思う。我々が考えること
８）森田訳，［１９９８］１９５頁。
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が実際には「大きな物語」の通りに進んでおり，今一度，その点をよくよく
考えてみる必要があるということであろう。
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